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この決定は、筑波大学が他の日本国内大学（以下、「他大学」という。）に在籍する外国人留学生（以下、「留
学生」という。）に対し、日本語教育を実施し、大学間ネットワーク、留学生同士のネットワークを強化していくことで、
優秀な留学生が日本に定着することに寄与するため、当該日本語教育の実施に関し、必要な事項を定める。 

 
１．履修対象授業科目 

留学生に対し、履修対象とする授業科目は次のとおりとする。 
(1) 筑波大学の学年暦により春学期及び秋学期に開講する履修対象日本語科目を毎年度実施要項送付時

に別に示すものとする。 
(2) 前号に示す授業科目は、1科目につき 1単位とし、全てオンラインで実施する科目とする。 
(3) 履修を許可された留学生は、筑波大学の情報システムを使用する環境を整えたうえで、学習管理システム

（manaba）による授業担当教員の指示に従い受講するものとする。 
(4) 日本語セクション教員による履修相談担当者をおくものとする。 

 
2．学生の推薦 

他大学において、本実施要項の内容に基づき、筑波大学が開設する日本語授業科目のうち指定する授業科 
目（本要項において、「日本語科目」という。）の履修を希望する留学生がいる場合、他大学は、教育上の必 
要性等について確認の上、別途、「筑波大学と留学生が在学する大学との日本語科目履修のための特別聴 
講学生受入協定書」（以下、「協定書」という。）を締結したうえで、筑波大学に成績及び学修意欲が優秀な 
留学生を推薦するものとする。 

 
3．学生受入 

他大学から日本語科目の履修を希望する留学生の推薦を受けた筑波大学は、次のとおり取り扱うものとする。 
(1)他大学留学生の受入れは、筑波大学の正規生・非正規学生の教育に支障の生じない範囲で行う。 
(2)筑波大学において、書類審査のうえ選考し、筑波大学長が受入れを許可する。 
(3)書類選考は、第４項第１号の書類によるものとする。 

 
4．受入れ手続き等 

(1)他大学は、留学生が作成する特別聴講学生願書（乙留学生用）（別紙様式１）を取りまとめ、推薦
者名簿（別紙様式２-1）を作成し、筑波大学に送付するとともに、受入れ申請の依頼を行う。 

(2)筑波大学は、他大学からの依頼に基づき、関係教育組織長に受入れ依頼を行い、教育会議等の議を経
て選考結果一覧（別紙様式 2-2）を作成し、選考結果を基に、筑波大学長は、特別聴講学生の受入れ
を許可する。 

(3)筑波大学は、受入れを許可された留学生に対し、特別聴講学生受入許可書（別紙様式 3）及び受講
（筑波大学の情報システムを利用/manaba 使用）に必要な統一認証初期パスワードを、当該他大学に
送付する。 

(3)他大学は、留学生に対して特別聴講学生入学許可書及び統一認証初期パスワードを配付する。 
(4)筑波大学は、当該留学生が円滑に履修できるよう、オリエンテーションを各学期開始前にオンライン等により
実施する。 

 
5．受入れ学生の身分・所属 

筑波大学において受入れる留学生の身分・所属は次のとおりとする。 
(1) 他大学の学士課程に在学する留学生は、グローバル教育院の学士課程に、特別聴講学生として所属す

るものとする。 
(2) 他大学の大学院課程に在学する留学生は、グローバル教育院の大学院課程に、特別聴講学生として所

属するものとする。 
 



６．受入れ学生数 
各年度、学士課程及び大学院課程あわせて各 100名から 200名を目安とする。 

 
７．受入れ時期等 

受入れは、学期の始めとし、モジュールの区分に従い受入れることができるものとする。 
 
８．成績の評価及び単位の認定等 

(1) 成績の評価は、筑波大学における成績の評価方法に基づき行う。 
(2) 単位の認定は、筑波大学の成績報告に基づき、他大学の単位の認定基準により行うものとする。 

 
９．成績評価等の報告 

留学生が履修した授業科目及び成績評価については、留学生毎に単位修得・成績証明書を交付し、学期 
末に他大学に報告するものとする。 

 
10．検定料、入学料及び授業料 

留学生を特別聴講学生として受入れるに当たって必要とされる検定料、入学料及び授業料については別に締結 
する協定書に基づき、徴収しないものとする。 
ただし、履修に係る実費が発生した場合は、徴収することができるものとする。 

 
11. システムの利用等 

筑波大学は、留学生が、オンライン履修にあたり必要とするシステム利用の便宜を供与するものとする。 
ただし、オンライン以外における施設利用に要する費用については、留学生の負担とする。 

 
12. 保険の加入 

留学生は、「学生教育研究災害傷害保険」に加入することを義務付けるものとする。 
 

13.  学則等の遵守 
留学生は、筑波大学の学則等を遵守するものとし、学生としての本分に反する行為があると認められた時、修 
学の見込がないと認められる時は、両大学の協議により、受入れ許可を取り消すことができるものとする。 

 
14. その他 

この実施要項に定めるもののほか、日本国内大学に在学する外国人留学生に対する日本語教育の実施につ 
いて必要な事項は、学群教育会議及び大学院教育会議の議を経て、教育を担当する副学長が別に定めるも 
のとする。 

 
附 記（令７．６．１７） 
この決定は、令和 7年 10月１日から実施する。 
 

 
〈別紙様式〉 
別紙様式１A：「特別聴講学生願書（学士課程）」 
別紙様式１B：「特別聴講学生願書（大学院課程）」 
別紙様式２ ：推薦者名簿、選考結果一覧 

2A-1（学士課程）推薦者名簿、2A-2（学士課程）選考結果一覧 
2B-1（大学院課程）推薦者名簿、2B-2（大学院課程）選考結果一覧 

別紙様式３：特別聴講学生受入許可書 


